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①忠別川洗堀対策
（旭川駅裏）

旭川駅

②重要インフラ樹木伐採
（近文大橋）

③河道再生工事
（秋月橋）

道の駅びえい
➃青い池

＜ 行 程 表 ＞

拡大図

①忠別川洗堀対策
（旭川駅裏）

②重要インフラ樹木伐採
（近文大橋）

③河道再生工事
（秋月橋）

■本日の現地視察箇所

到着

時間

滞在

時間

出発

時間

集

合

解

散

　旭川合同庁舎 (17:30)

　→ 旭川駅 (17:45)

15:05 0:15 15:20

➃
青い池

（美瑛川　砂防堰堤）
16:20 0:20 16:40

➁
重要イ ンフラ 緊急対策樹木伐採・河道掘削箇所

（石狩川  近文大橋)
14:20 0:15 14:35

➂
石狩川上流　河道再生工事箇所

（石狩川 秋月橋)

①
忠別川旭川駅裏洗掘対策箇所

（忠別川　旭川駅裏）
13:30 0:30 14:00

調　査　箇　所　等

 旭川駅 (13:30)

現

地

視

察

箇

所
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1.忠別川旭川駅裏洗掘対策について
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観光入込客数(上川管内)

道外客 道内客 宿泊客

（万人）

1,862
1,946 1,910

1,963 1,976

アウネの広場
ＪＲ旭川駅南口に直結、通勤・通学、旅

の途中に気軽に立ち寄れるエリア。テー
マの異なる3つの花壇を楽しむことができ、
駅に近い場所には華やかな園芸種を主
体とした「川のボーダー花壇」、忠別川に
近い場所には北海道の自然を感じられる
自生種を主体とした「疎林テラス」「水路メ
ドウ」という花壇を鑑賞できる。

あさひかわ北彩都ガーデンは、旭川駅に直結したまちの中心にある全国的にも珍しいロケーションのガーデンです。
駅の西コンコースを通して歩行者専用道路「買物公園」へと繋がる市街地でありながら、南側には雄大な忠別川が流れ、旭川の自然が広がります。
川や大雪山を眺め、身近な自然の美しさに改めて気づかされる、そんな癒しの空間が広がります。

年々増 加

上川管内の観光入込客数は、約2千万人弱で、
宿泊客数は、2百万人台後半。外国人宿泊者数は
年々増加している。

新たにオープンした道の駅びえい「白金ビルケ」や
クラブメッドトマムなどの観光スポットに加え、スキー
をはじめとする冬ならではの雪を楽しむアクティビティ
が人気を集め、定番観光スポットである「青い池」や
「旭山動物園」などが引き続き人気を集めている。

上川管内の観光客数について

旭川駅は、これらの観光の拠点・中継点と
しての役割を担っている。

｢あさひかわ北彩都ガーデン｣について

出典:「平成30年度上川管内観光入込客報告書(北海道上川総合
振興局)」を元に作成

うち 旭川市の

観光入込客
数は、527万
人（H30年度）

上川管内の
訪日外国人
宿泊者数も
年々増加

提供 ： 旭川市土木部公園みどり課

公益財団法人旭川市公園緑地協会

旭川駅周辺と忠別川
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■駅南側の概要

サケ産卵環境の多い区間美しい景観の忠別川とJR旭川駅

◆平成27年度都市景観大賞都市空間部門・大賞（国土交通大臣賞）（H27.5.26）
川と都市が融合した空間、従来にはなかったタイプの景観づくりが評価

◆平成27年度土木学会デザイン賞・最優秀賞（H27.12.4）
関係者一同に会する「推進会議」の場で議論。基本構想から20年余年、一貫した
推進体制が取られ、この空間や施設実現の鍵となったことも評価

旭川市では「北彩都あさひかわ」として、「都心オアシスの形成」をコンセプトに、忠別川の自然豊かな環境を生
かした川からのまちづくりを目指している。

駅南側は、景観も良く、駅からの水辺へのアクセス、地域イベントの広場等として活用されている。

忠別川は、洪水流の安全な流下（治水機能）、上川盆地のサケ再生産を担う等（環境機能）の機能を有している。

H26年7月撮影

旭川駅

R01年7月撮影

サケ産卵床
が多く確認

旭川駅周辺と忠別川
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■現状と課題
駅南側右岸については、緊急用河川敷道路（H21～H24）や、利活用を考慮した覆土（H19～H22）を整備した。

しかし、直後のH23.9月出水や経年変化により、覆土の侵食、砂州の発達が生じ、近年は樹林化も加速している。

このため、洪水時における駅南側の洗掘や、平常時のサケ産卵場の縮小等が懸念される状況となっている。

《河道変化の状況》 ・H23出水で侵食・砂州の発達が生じ、以降、H28出水・H30出水で侵食箇所が延伸
・近年では樹林化も進行

H23出水
（Q=231.5m3/ｓ）

H28出水
（Q=389.5m3/ｓ）

侵食箇所
の延伸

H30出水
（Q=325.2m3/ｓ）

侵食箇所
の延伸

侵食箇所
の延伸

水衝部

侵食発生

砂州の発達

樹林化

覆土 緊急用河川敷道路H22年9月空撮

H23年8月空撮

H24年7月空撮

H25年10月空撮

H26年6月空撮

H27年7月空撮

H28年9月空撮

R01年7月空撮

覆土洗
掘箇所

砂州の発達
や樹林化

《課 題》

R01年7月空撮

出水がなければ樹木群の定着・成長
澪筋を固定し始める

土砂堆積の助長

による高地盤化

澪筋の

低下
浅場環境の縮小

澪筋の

固定化

撹乱されなけれ

ば高木化

将来 流向変化や侵食

護岸の不
安定化

現況

（サケ産卵場の縮小）

旭川駅周辺と忠別川
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H23出水
（Q=231.5m3/ｓ）

H28出水
（Q=389.5m3/ｓ）

侵食箇所
の延伸

H30出水
（Q=325.2m3/ｓ）

侵食箇所
の延伸

侵食箇所
の延伸

水衝部

侵食発生

砂州の発達

樹林化

覆土 緊急用河川敷道路H22年9月空撮

H23年8月空撮

H24年7月空撮

H25年10月空撮

H26年6月空撮

H27年7月空撮

H28年9月空撮

R01年7月空撮

旭川駅周辺と忠別川
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H24-25 施工初期 R01 岩盤高

旭川駅周辺と忠別川

■横断の変化状況について

法覆工の露出

法覆工の露出

洗掘

堆積

二極化の進行

【平均河床高－計画河床高】

【最深河床高－計画河床高】

KP3.8

KP3.8 全体に堆積傾向

・澪筋は洗掘傾向
（KP3.8より下流）

・右岸護岸基礎は浮
き上がっていない

図 平均河床高、最深河床高、護岸基礎高

KP3.8R01 H28 H27 H24

氷点橋
クリスタル橋

覆土法尻
ライン

R01横断では、全体に堆積傾向にあるが、澪筋部は洗掘傾向にあり、二極化が進行している。

KP3.8付近より下流は洗掘傾向であるが、現状では右岸の護岸工は安定している。（一部法覆工の露出のみ）



9令和元年度 石狩川上流 河道管理ワーキング

2.重要インフラ緊急対策
樹木伐採・河道掘削
石狩川 近文大橋



10令和元年度 石狩川上流 河道管理ワーキング

(1)防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」の概要

1.重要インフラ緊急対策
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①【ソフト対策】災害発生時に命を守る情報発信の充実
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②【ソフト対策】利用者の安全確保、迅速な復旧等に資する体制強化
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③【ハード対策】防災のための重要インフラ等の機能維持
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④【ハード対策】国民経済・生活を支える重要インフラ等の機能維持
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重要インフラの緊急点検結
果を踏まえ、石狩川上流域
では、石狩川、美瑛川ほか
氾濫による危険性が特に高
い区間を特定し、緊急対策と
して「樹木伐採」および「河道
掘削」を実施する。

旭川市

鷹栖町

当麻町

東神楽町

比布町

美瑛町

愛別町

東川町

（km）0 10 205 15

直轄河川管理区間

伐採予定箇所

※Ｒ01ヒアリング・一部修正
（美瑛川維持伐採1箇所減）

河川名
対策区間

延長（km）

石狩川 10.1

美瑛川 7.8

牛朱別川 2.7

オサラッペ川 6.5

(2)石狩川上流における緊急対策の概要
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河川整備計画による河道掘削（近文地区）

平 面 図

※R01懇談会

堤防
断面イメージ図 河道掘削

工事延長Ｌ=約640m工事延長Ｌ=約640m

施工前

R01施工中（河道掘削）

施工後

河道掘削前

河道掘削後

R01.11.27撮影

R01.11.13撮影

R02.1.24撮影
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3.石狩川上流 河道再生工事について
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もともとの河床高（推定）

河床の低下

H23撮影

流向

護岸ブロックの損傷

3-1.河床低下の課題及び現状

根固めブロック

橋脚付近の洗堀状況

H25撮影

＜工事前：河床低下対策実施前＞

＜工事段階施工中：施工済み区間＞

護岸（KP160.7左岸） 橋脚（花咲大橋）

河床低下対策工（低水路拡幅+覆礫+護岸改修）を実施

H23撮影

露岩

露岩（花咲大橋上流）

露岩状況

橋脚付近が洗堀

橋脚付近の洗堀が解消

H30撮影

橋脚付近の洗堀が解消

H29撮影

砂礫

露岩箇所が砂礫に回復し、
近年サケの産卵床を確認

H29撮影

対策工により治水安全度を向上

護岸改修を実施

これまで石狩川では河床低下が顕著であり、既設護岸や橋脚の安定性低下、露岩化による河
川生物の生息環境の悪化が課題であったが、現在、河床低下対策工の実施により課題が解消
されつつある。
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平成26年度～令和元年度の施工区間

H30施工区間
KP160.9～161.4

KP159.2

KP159.4

KP159.6

KP160.2

KP160.4

KP159.8
KP160.0

KP160.6

KP160.8
KP161.0 KP161.2

KP161.4 KP161.6

KP161.8

KP162.0

KP162.2

KP162.4

H26施工区間
KP159.2～160.2

H27施工区間
KP160.2～160.7

H28施工区間
KP160.7～160.9
護岸工のみ実施
KP160.9～KP161.0

拡幅

砂州掘削

覆礫

H29施工区間
護岸工のみ実施
KP161.0～KP161.4

R01施工区間
護岸工のみ実施

KP161.4～KP162.1

3-2.石狩川上流河道再生工事

KP159.0

KP160.0

KP163.0

KP162.0

KP161.0

KP164.0

KP164.6

花咲大橋

秋月橋

北旭川大橋

永山橋

石狩川上流河道再生工事 KP159.1(花咲大橋下流)～KP164.6(永山橋下流)

石狩川上流河道再生工事区間は、KP159.1(花咲大橋下流)～KP164.6(永山橋下流)である。

平成26年度より工事を開始し、今年度（R01）で6年目となる。次年度以降も上流に工事を進捗させる予定である。
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●現在（Ｒ01.7.24撮影）
Ｒ01施工前

●R01年度施工

3-3.令和元年度工事内容(KP161.4～162.1)護岸工・土砂供給試験

KP159.0 KP159.2

KP159.4

KP159.6

KP160.2

KP160.4

KP159.8
KP160.0

KP160.6

KP160.8
KP161.0

秋
月
橋

KP161.2 KP161.4

KP161.8

KP161.6

KP162.0

花
咲
大
橋

H26
H26

H27

H28

H29・H30

H26施工区間（KP159.2～159.8） すり付け区間
H26施工区間（KP159.8～160.2） 砂州掘削+覆礫
H27施工区間（KP160.2～160.7） 拡幅+砂州掘削+覆礫
H28施工区間（KP160.7～160.9） 拡幅+砂州掘削+覆礫
H30施工区間（KP160.9～161.4） 拡幅+砂州掘削+覆礫
R01施工区間（KP161.4～162.1） 護岸のみ

垂直写真；R01 融雪出水後(R01.7.24撮影)
旭橋観測所：水位102.93m

＜土砂供給試験(河道内置土)＞

・延 長 ：39m 

・土 量 ：500m3程度（盛土高：2m程度、天端幅4m)

・土砂供給試験（河道内置土）

仮置土（R01工事残土→R02覆礫材に使用）

R01護岸工

・護岸工

・河道内置土による下流への砂礫還元試験を行う。

・R01年度工事の下流区間（KP161.30～161.40）において、現況河岸に土砂を置土し、

R02出水による土砂流出を期待する。

・次年度にモニタリング調査を実施し、出水後の置土形状の変化状況を確認し、融雪

出水で確実に流下可能な事を確認する。

護岸工

覆礫（巨礫）

HWL:122.42m

仮置土

堤防堤防
高水敷 高水敷低水路

・土砂供給試験（置土）KP161.3横断図

R1融雪時水位：115.89m
Q=331m3/s、V=1.9ｍ/s

土砂供給試験置土:
盛土高2.0m,延長39m、天端幅4.0m

：R1夏季出水後河道

：置土形状

R01土砂供給試験（河道内置土）
置土：

置土：

・置土形状

2.000

・土量：500m3程度
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旭橋観測所
平成24年

平成25年

平成26年

平成27年

平成28年

平成29年

平成30年

令和元年

平均年最大流量（S53～R1.11時点）

3-4.R01モニタリング結果

R01年の融雪期ピーク流量は331m3/s （暫定値）であり、平年並みの規模であった。

R01年の夏季出水ピーク流量は449m3/s （暫定値）であり、平均年最大流量686m3/s （暫定値）を下回る出水であった。

R01年5月7日331m3/s

平均年最大流量686 m3/s （暫定値）

①旭橋観測所流量

R01年8月9日449m3/s

(1)流量
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平均年最大流量（S53-R1.11時点）

R01年の夏季出水ピーク流量は509m3/s （暫定値）であり、平均年最大流量576m3/s （暫定値）を下回る出水であった。

R01年の出水規模は、経年的、特に近年は出水規模が大きかった時に比べて低めであった。

Ｈ26年度より工事開始

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

2000

2200

3/1 3/31 5/1 5/31 7/1 8/1 8/31 10/1

流
量

(m
3
/s

)

時刻流量（永山観測所）

時刻流量（暫定値）
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Ｒ1年8月9日509m3/s

Ｒ1年9月23日222m3/s

欠測

②永山観測所流量

平均年最大流量576m3/s （暫定値）

整備計画目標流量1800m3/s

整備計画目標流量1800m3/s
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R1夏季出水後
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H29夏季出水後
H29融雪出水後
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H28.8出水後
H27施工直後（H28.3）
H26施工直後（H27.3）
H23・24測量
H18測量

(2)縦断図
未施工区間（KP157.0～159.0）：H23測量時に比べて、若干堆積。
H26施工区間（KP159.2～159.8）： H23測量時よりやや高い平均河床高を維持。
H26施工区間（KP159.8～160.2）： H23測量時に比べて、やや低下。
H27施工区間（KP160.2～160.7）： H23測量時よりやや高い平均河床高を維持。
H28施工区間（KP160.7～160.9）：H23測量時よりやや高い平均河床高を維持。
H30施工区間（KP160.9～161.3）：H23測量時よりやや高い平均河床高を維持。

KP160.2～160.7
H23測量時よりやや高い
平均河床高を維持。

KP159.2～159.8
H23測量時よりやや高
い平均河床高を維持。

KP159.8～160.2
H23測量時に比べて、
やや低下。

KP160.7～160.9
H23測量時よりやや高
い平均河床高を維持。

花咲大橋
KP159.42

金星橋
KP158.10

旭橋
KP157.27

平均河床高

KP157.0～159.0
H23に比べて若干
堆積。

施工区間下流
H26施工区間（KP159.2～159.8） すり付け区間
H26施工区間（KP159.8～160.2） 砂州掘削+覆礫
H27施工区間（KP160.2～160.7） 拡幅+砂州掘削+覆礫
H28施工区間（KP160.7～160.9） 拡幅+砂州掘削+覆礫
H30施工区間（KP160.9～161.3） 拡幅+砂州掘削+覆礫

①平均河床高縦断図

KP160.9～161.3
H23測量時よりやや高い
平均河床高を維持。河床低下対策の目標：H23現況河床高を維持



24令和元年度 石狩川上流 河道管理ワーキング

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

157 158 159 160 161

標
高

（
m）

KP

岩盤線
R1夏季出水後
R1融雪出水後
H30施工直後
H30夏季測量
H29夏季出水後
H29融雪出水後
H28施工直後（H29.3）
H28.8出水後
H27施工直後（H28.3）
H26施工直後（H27.3）
H23・24測量
H18測量

②最深河床高縦断図
未施工区間（KP157.0～159.0）：H23程度の河床高を概ね維持。
H26施工区間（KP159.2～159.8）： H23測量時に比べて、最大1.4m程度高い河床高を維持。
H26施工区間（KP159.8～160.2）： H23測量時に比べて、低下している箇所もあるが最大2.0m程度高い河床高を維持。
H27施工区間（KP160.2～160.7）： H23測量時に比べて、最大1.3m程度高い河床高を維持。
H28施工区間（KP160.7～160.9）：H23測量時に比べて、最大2.0m程度高い河床高を維持。
H28施工区間（KP160.9～161.3）：H23程度の河床高を概ね維持。

花咲大橋
KP159.42

金星橋
KP158.10

旭橋
KP157.27

最深河床高

KP160.2～160.7
H23測量時に比べて、
最大1.3m程度高い
河床高を維持。

KP159.2～159.8
H23測量時に比べて、最大
1.4m程度高い河床高を維持。

KP159.8～160.2
H23測量時に比べて、低下し
ている箇所もあるが最大2.0m
程度高い河床高を維持。

KP160.7～160.9
H23測量時に比べて、
最大2.0m程度高い河
床高を維持。

KP157.0～159.0
H23程度の河床高を
概ね維持。

KP160.9～161.3
H23程度の河床
高を概ね維持。

未施工区間
H26施工区間（KP159.2～159.8） すり付け区間
H26施工区間（KP159.8～160.2） 砂州掘削+覆礫
H27施工区間（KP160.2～160.7） 拡幅+砂州掘削+覆礫
H28施工区間（KP160.7～160.9） 拡幅+砂州掘削+覆礫
H30施工区間（KP160.9～161.3） 拡幅+砂州掘削+覆礫

河床低下対策の目標：H23現況河床高を維持
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KP159.2

KP159.4

KP159.6

KP160.2

KP160.4

KP159.8
KP160.0

KP160.6

KP160.8

秋月橋

花咲大橋

露岩コンター図（H23・24測量） ：露岩

KP161.0
KP161.2

KP161.4

砂礫層

軟岩層

(3)露岩コンター

現時点の施工済み区間KP159.2～161.4を対象に、対策前後における露岩面積の比較を行った。

昨年度時点（H30.8）は対策実施前（H23・24）に比べ、露岩面積は54%程度減少している。

・過年度の推定岩盤線はボーリング
データを基に、水平に設定（緑実線）

・今年度、低水路内の岩盤線は経年的
な河床変動を考慮して再設定（赤点線）

・推定岩盤線（更新）：桃色線

推定岩盤線の設定

横断イメージ図

露岩面積
85,000m2

（KP159.2～161.4）

砂礫層

軟岩層

KP159.2
KP159.4

KP159.6

KP160.2

KP160.4

KP159.8
KP160.0

KP161.0

KP160.6

KP160.8

秋月橋

花咲大橋

H26施工区間（KP159.2～159.8） すり付け区間
H26施工区間（KP159.8～160.2） 砂州掘削+覆礫
H27施工区間（KP160.2～160.7） 拡幅+砂州掘削+覆礫
H28施工区間（KP160.7～160.9） 拡幅+砂州掘削+覆礫 ※100m間隔の横断、推定岩盤線より作成

KP161.2KP161.4

H30露岩コンター図（H30.8測量）

露岩面積
39,000m2

（KP159.2～161.4）

①対策実施前：H23・24、対策実施後：H30.8

※100m間隔の横断、推定岩盤線より作成
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KP159.2
KP159.4

KP159.6

KP160.2

KP160.4

KP159.8 KP160.0

KP160.6

秋月橋

花咲大橋

※100m間隔の横断、推定岩盤線より作成

R1融雪後 露岩コンター図（R1.6測量）

KP159.2
KP159.4

KP159.6

KP160.2

KP160.4

KP159.8
KP160.0

KP161.0

KP160.6

KP160.8

秋月橋

花咲大橋

H26施工区間（KP159.2～159.8） すり付け区間
H26施工区間（KP159.8～160.2） 砂州掘削+覆礫
H27施工区間（KP160.2～160.7） 拡幅+砂州掘削+覆礫
H28施工区間（KP160.7～160.9） 拡幅+砂州掘削+覆礫
H30施工区間（KP160.9～160.4） 拡幅+砂州掘削+覆礫 ※100m間隔の横断、推定岩盤線より作成

KP161.2KP161.4

R1夏季出水後 露岩コンター図（R1.10測量）

融雪出水後（R1.6）は対策実施前（H23・24）に比べ、露岩面積は67%程度減少している。（H30.8に比べて28%程度現象）

夏季出水後（R1.10）は対策実施前（H23・24）に比べ、露岩面積は74%程度減少している。（R1.6に比べて21%程度現象）

露岩面積
28,000m2

（KP159.2～161.4）

：露岩

：露岩
：被覆

KP160.8
KP161.0

KP161.2
KP161.4

②対策実施後：R01融雪出水後、R01夏季出水後

露岩・被覆変動箇所
露岩面積
22,000m2

（KP159.2～161.4）

測量横断線が推定岩盤線を下回る箇所を
露岩と判定

【参考】露岩判定について

横断図
KP161.0

R01.10測量：茶色線
岩 盤 線 ：灰色線
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4.美瑛川 青い池について
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●十勝岳は30～40年の周期で活発な火山活動を繰り返し、大正15年噴火では融雪型火山泥流により死者144名

●昭和63年の噴火を契機に「火山泥流対策基本計画」を策定し、平成元年より直轄火山砂防事業に着手

死者・行方不明144名

死者5名・温泉観光客
自衛隊の誘導で避難

白金地区に避難命令発令
住民の避難生活127日間

30～40数年周期で噴火を繰り返す十勝岳

直轄事業の契機となった
昭和６３年噴火

大正15年噴火による融雪型火山泥流の流下範囲

市街地

市街地

十勝岳▲

大正１５年噴火

●直轄火山砂防事業に着手以降、大正15年噴火規模の融雪型火山泥流から白金温泉街や美瑛町市街地を保全する
ための砂防設備を整備 （火山砂防事業として最初に整備したブロック堰堤は緊急を要するため約６ヶ月で完成させた）

●これまで導流堤、床固工、砂防堰堤、流路工を整備しており、早期完成を目指す
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美瑛川

ブロック堰堤

青い池

白金温泉を守る砂防設備

十勝岳直轄火山砂防事業 十勝岳噴火と火山砂防事業経緯

美瑛町市街地や農地を守る砂防設備

北海道開発局
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青 い 池 （十勝岳直轄火山砂防事業）

池が青く見えるのは・・・・

・上流の白金温泉地区で湧出してい
るアルミニウムを含んだ水が、美瑛
川の河川水と混じることにより、コロ
イドが生成。

・太陽光が水中のコロイド粒子と衝突
し、波長の短い青い光が散乱される
ため、青く見えると言われている。青い池に訪れた観光客

石狩川

旭川市

十勝岳
美瑛町

札幌市

例年、多くの観光客が訪れるようになった「青い池」 （H28 推計 年間約46万人）

十勝岳

青い池

【観光スポットとなった青い池】
昭和63年十勝岳噴火時に緊急施工した美瑛川のブロック堰堤に水が滞留してできた幻想的な風景が、「青い池」とし

て口コミで広がり観光地となっている。現在もTV番組や雑誌で紹介され観光ツアーに組み込まれるなど年間約46万人の
観光客が訪れている。（H26のTV放送：TV朝日「奇跡の地球物語～神秘の青い池～」、TV東京「アド街ック天国～北海道･美瑛～」など）

レストランの開業や関連商品の販売で「青い池」ブームが盛り上がっているほか、地元写真家が撮影した写真のApple
社OS「OS X Mountain Lion」の壁紙採用、ＣＭやプロモーションビデオの撮影ロケ地になるなど注目を浴びている。

美瑛サイダー Aoi IKE

2012発売のMacBook Proの壁紙
に採用された冬の青い池

Apple社HPより

キュレーションサービス「Antenna」CM
(株)グライダーアソシエイツHPより

上川総合振興局HPより

北海道開発局

NHK ブラタモリでの放送（2019年11月17日）

NHK HPより
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青い池 ライトアップの様子（2019.11）

駐車場の様子（2019.11）
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美瑛川地区かわまち ～美瑛川をサイクリング観光の拠点にする取り組み～

平成26年3月26日に国土交通省のかわまちづくり支援制度に登録された「美瑛川地区かわまちづくり計画」に基づき、美瑛川河川空間を
サイクリングロードとして活用するため、美瑛町と連携しながら整備を行っております。

堤防天端舗装済み（約10km）

試走し現地を確認

整備内容

誘導ライン

平成27年

休憩施設

堤防天端舗装
案内看板

サイクリングコース図

社会実験

ＷＧ開催状況

パン屋「picnic」

空
気
入
れ 工具

アンケート

タペストリー
洋食カフェ

「じゅんぺい」

周辺16施設にサイクルラックなどを設置しその有効性、必要性に関す
る社会実験を実施。自転車がお店を利用しやすいなどの好意的な意見が多
く、利用者の増加が期待される結果でした。

道内や地元のサイクリスト、沿川カフェ経営者等から意見を聞く
ワーキンググループを開催し休憩施設の位置、案内看板や誘導ライン
の設置位置やデザイン、利活用に向けた取組などを議論しています。

◆今後のソフト支援内容
・案内看板、誘導ラインの設置
・サイクリングコースマップの作成
・モニターツアーの実施 など

側帯（休憩施設の基盤）、
高水敷整正、取付道路整備済み

美瑛町市街部

白金温泉地区

サイクルラック

堤防接続道路舗装済み（美瑛町）
側帯（休憩施設の基盤）整備済み


